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   【授業の目的と概要】 









   【各回の内容】 
    第１回：オリエンテーション（授業の進め方・出席・課題・評価等について説明） 
    第２回：異文化コミュニケーションとは？ 
    第３回：コミュニケーション・モデル 
    第４回：コミュニケーション・スタイル 
    第５回：言語メッセージ 
    第６回：発表(1) 
    第７回：非言語メッセージ 
    第８回：文化の価値観 
    第９回：文化の価値志向 
    第10回：自文化中心主義と文化相対主義 
    第11回：発表(2) 
    第12回：カルチャー・ショックと異文化適応 
    第13回：発表(3) 
    第14回：配慮表現 
    第15回：まとめ 
 
   【授業の到達目標】 
     異文化に対する理解を深め、他者に共感し、適切な行動ができるようになる。 
 
   【事前・事後学習】 
     テキストに沿って授業を進めていくので、予習してから授業に参加すること。 
     授業で学んだことは、振返り（復習）を行うこと。 
 3 
   【成績評価方法と評価基準】 
     定期試験（40％）と課題提出（20×3＝60％）で評価する。 
     自主的努力を示すもの（授業への積極的な参加）があれば、追加加点（＋α）する。 
     定期試験は記述式で、持込みは不可とする。 
 
   【テキスト（３冊まで）】 
     八代京子・町惠理子・小池浩子・吉田友子（2009）『異文化トレーニング［改訂版］：
ボーダレス社会を生きる』三修社 
 
   【参考図書（３冊まで）】 
     伊佐雅子（監修）（2007）『改訂新版 多文化社会と異文化コミュニケーション』三修
社 

























 経営学部 人間学部 合計 
１年生 24 0 24 
２年生 8 6 14 
３年生 3 2 5 
４年生 41 16 57 
合計 76 24 100(人)

















  ・教科書を準備すること 
  ・筆記用具を持ってくること 
  ・遅刻して入室するときは後ろのドアから入ること 
  ・教室で座っているだけでは授業に参加したことにならないこと 
  ・授業中に他の科目の宿題や書類書きや私語をしないこと 
  ・前を向いて椅子に座ること 
  ・かばんを机の上に置かないこと 
  ・携帯電話等は音がしないようにすること 
  ・授業中は必要があるとき以外は携帯電話等電子機器に触らないこと 
  ・教室は飲食禁止であること 






































 (1) 異文化について理解が深まった 
         １──────２──────３──────４──────５ 
   理解が深まった                        全然変わらない 
 
 (2) 自分と違う文化の人に共感できるようになった 
         １──────２──────３──────４──────５ 
   共感できるようになった                    全然変わらない 
 
 (3) 自分と違う文化の人（異なる常識）に対して、適切な行動ができるようになった 
         １──────２──────３──────４──────５ 
   適切な行動ができるようになった                全然変わらない 
 














 選択肢１ ２ ３ ４ ５ 平均 モード 
(1) 理解の深まり ９(人) ８ ６ ２ １ 2.15 １ 
(2) 他人に共感 ６ 10 ６ ３ １ 2.35 ２ 
(3) 適切な行動 ３ ８ ８ ３ ４ 2.88 ２と３ 
   











































































































































































































































































    ・おもしろかった 
    ・異国や個人間の違いを自分で考えてこたえを導き出すのが楽しかった 
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